
科 目 名 倫理学概論【社福】 開 講
キャンパス 神 埼

担 当 者 井 本 浩 之

開 講 年 次 3 開講期 前期 単位数 2 必修・選択 選 択

授業の概要
及びねらい

この授業では、倫理学に関する概論的解説を行う。しかし、ただ学説だけを詳解するので
は面白くないので、わたしたちが日常生活が出会う様々な倫理問題をそれらの理論に照らし
て解明してみるという実験を試みたい。そうすることで、現代の倫理学者たちの議論の中身
に入っていくことが出来るのではと考える。また、授業時には班別のワークを実施し、解決
不能と思える倫理的問題に切り込む方法論の習得をはかる。授業はテキストおよび高校教科
書を用いておこなう。

授 業 の
到 達 目 標

・倫理学に対する概論的理解ができるようになる。
・高校倫理社会の指導案作りをできるようになる。
・解決不能と思える問題に切り込む方法論を身につける。

学 習 方 法 テキストを用いた講義 高校教科書に準拠した模擬授業展開 班別ワーク

テキスト及
び参考書等 必要に応じて準備します。

評 価 基 準 ・ 方 法 到 達 目 標
知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 評価割合％

定期試験
小テスト等
宿題・授業外レポート ◎ ◎ 60
授業態度 ○ 10
受講者の発表 ◎ 20
授業への参加度 ○ 10

その他

合 計 100
（表中の記号 ○評価する観点 ◎評価の際に重視する観点）

授業計画（学習内容・キーワードとスケジュール）
第 1 週 オリエンテーション
第 2 週 問題解決に向けて（班別ワーク）
第 3 週 西洋の古代中世の倫理思想1
第 4 週 西洋の近代倫理思想1
第 5 週 西洋の近代倫理思想2
第 6 週 東洋の倫理思想1
第 7 週 東洋の倫理思想2
第 8 週 現代の倫理思想1
第 9 週 現代の倫理思想2
第10週 西洋の近代倫理思想3
第11週 現代の倫理思想1
第12週 現代の倫理思想2
第13週 指導案作成の準備
第14週 模擬授業
第15週 講評および解説
第16週

備 考
【授業外学修について】
授業に作成したノートをもとに、テキストの読返し、精読を行い理解の徹底を行うこと。次時
間の学修内容を予告するので、該当するテキストの箇所を読み込んでおくこと。
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